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第５回一時保護時の司法審査に関する実務者作業チーム 

 

○日時 令和６年 10 月 30 日（水）15：00～17：00 

 

○場所 オンライン開催 

 

○出席者 （50 音順、敬称略） 

構成員   

石綿 はる美 

大久保 法彦 

勝見 浩行 

河島 貴子 

佐藤 康憲 

中村 みどり 

橋本 和明 

橋本 佳子 

浜田 真樹 

藥師寺 順子  

吉田 恒雄 

 

オブザーバー 

向井宣人（最高裁判所事務総局家庭局 第二課長） 

 

齊藤恒久（法務省民事局 参事官） 

 

事務局 

吉住啓作（こども家庭庁支援局長） 

源河真規子（大臣官房審議官（支援局担当）） 

野中祥子（こども家庭庁支援局虐待防止対策課長） 

 

○議題 

（１）一時保護時の司法審査に関する児童相談所の対応マニュアル（案）について 

 

○議事要旨 

 ○ 人事異動に伴い、東京都の大浦委員が勝見委員に交代となった。 

○ 事務局から資料の説明を行った後、出席者による意見交換を行った。主な意見は以下
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のとおり。 

 

 【議事１について】 

・ 戸籍謄本等の取得・確認業務を迅速に行う方策として、資料３の広域交付の活用に

ついては、是非確実に進めてもらいたい。 

・ 資料３について、市区町村戸籍関係部署の理解・協力を得られるよう、早期の周知

徹底をお願いしたい。 

・ 一時保護の要件及び一時保護時の司法審査制度に対応した一時保護決定通知書の

様式例については、自治体のシステム改修の調整等もあるため、速やかに提示しても

らいたい。 

・ 親権者等の特定に当たり、当該親権者等の身元確認を行うことについて、Ｑ＆Ａで

注意喚起してもらえるとありがたい。 

・ 一時保護状の請求を撤回する場合も考えられることから、その取扱いをＱ＆Ａ等で

検討してもらえると現場は助かると思う。 

・ マニュアルを確定させ、後は各地の自治体の実情に応じて対応していくというフェ

ーズに入っていかなくてはならないと思う。 

・ 各地の児童相談所における弁護士の関与について、今後一層の充実が必要であると

感じる。 

・ 令和７年６月の運用開始に向けて、現場において、マニュアルについて案内する教

材や研修に資する材料を準備してもらえるとありがたい。 

  

○ 議事１について、座長一任とし、事務局において事務的・技術的修正等を行った上で、

確定版のマニュアルとして公表することとなった。 

 

○ また、事務局において、令和７年６月の施行に向けて、マニュアルの周知、自治体か

らの意見等を踏まえたＱ＆Ａの発出、一時保護時の司法審査に係る業務量を考慮した

「新たな児童虐待防止対策総合強化プラン」の必要な見直しを行い、児童相談所の更な

る体制強化を行うなど、施行に向けた必要な準備に取り組んでいくことを確認した。  

以上 
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